
（１）目的

・ 開港150周年を契機に、次の50年
を見据えた都心臨海部・インナー

ハーバー の理想の姿を描く。

（２）対象地域

・ 概ね横浜ベイブリッジより内側で

JR京浜東北線・根岸線の海側の

地域が対象。

都心臨海部・インナーハーバー整備構想の検討状況について
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２ 構想の検討経緯

１ 構想の概要

（１）基本理念

・人材と文化が活きる海の都

・東アジア圏の人文首都へ

（２）新しい都市構造

（マルチリング・シティ横浜）

水面を囲む地域は、それぞれ

の地区で核となる活動や機能、

施設を有しながら、全体に緩

やかに広がり、それぞれをリ

ング状に結んでいきます。
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（４）懇談会委員

（１）検討開始時期
・平成20年度

（２）検討体制
・有識者による懇談会を設置し、３回に渡って開催。
・過去のまちづくりの振り返りや、検討にあたっての着眼点、留意点などについて
意見交換をいただく。

（３）骨子案の作成
・懇談会での意見を踏まえ、構想の基本的な考え方をまとめた骨子案を作成し、
平成21年6月3日に公表。

３ 構想の骨子案（抜粋）

４ 検討の進め方

◆ 対象エリア（現況）

面 積：全体 約3,200ha
（陸域 約2,000ha、 水域 約1,200ha）

人 口：約11万人（平成17年国勢調査）

従業者数：約36万人（平成18年事業所・企業統計）

【 横浜市インナーハーバー 検討委員会 】

・市の附属機関に準ずる機関。

・各分野を代表する有識者11名により構成。

・平成21年7月30日に第1回委員会を開催。

・計画の方向性をとりまとめる。

横浜市

【 大学まちづくり コンソーシアム横浜 】

・横浜市立大学を中心とする５大学の連携組織。
（横浜市立大学、横浜国立大学、神奈川大学、
関東学院大学、東京大学）

・インナーハーバーをはじめとする横浜の
まちづくりの研究を実施。（継続的事業）

・研究結果は、委員会へ検討資料として提供。
構想に関する市民意見聴取などの実作業も進める。

横浜市立大学
検討資料を提供

構想の骨子案

計画の方向性

（6月）

中間とりまとめ

平成21年度検討スケジュール

・市民意見聴取

検討実施

（敬称略）

（水際の生活を支える新た
な交通手段）

水面を活かした、水上交
通の整備、沿岸部を手軽
に移動するための新たな
交通手段の導入など。

リング構造を活かした、既存
交通の再編、循環型のエ
ネルギーシステムなど。

インナーリング

アウターリング
（地域間の公共交通を再編）

グリーンリング
（環境を保全する水と緑の連携）

豊かな緑地の整備と囲い
込む水面を活かした環境
共生モデル。
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